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内
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質
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主
意
書 

 

政
府
は
令
和
四
年
七
月
二
十
二
日
の
閣
議
で
、
安
倍
晋
三
元
内
閣
総
理
大
臣
の
国
葬
儀
を
同
年
九
月
二
十
七
日
に
行
う
と
決

定
し
た
。
本
件
に
つ
い
て
、
以
下
質
問
す
る
。 

一 

「
故
吉
田
茂
国
葬
儀
」
の
際
に
は
、
大
喪
の
礼
を
除
い
て
国
葬
に
つ
い
て
の
根
拠
法
令
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
閣
議
決
定

に
よ
っ
て
国
葬
儀
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
一
方
で
、
今
回
の
「
故
安
倍
晋
三
国
葬
儀
」
に
関
し
て
は
、
令
和
四
年
七
月
十
四
日

の
岸
田
文
雄
内
閣
総
理
大
臣
の
発
言
に
よ
る
と
、
内
閣
府
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
九
号
）
に
お
い
て
国
の
儀
式

が
内
閣
府
の
所
掌
事
務
と
な
っ
て
お
り
（
第
四
条
第
三
項
第
三
十
三
号
）
、
国
の
儀
式
と
し
て
行
う
国
葬
儀
に
つ
い
て
は
、

閣
議
決
定
を
根
拠
と
し
て
、
行
政
が
国
を
代
表
し
て
行
い
得
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
内
閣
府
設
置
法
の
内
閣
法

制
局
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
岸
田
文
雄
内
閣
総
理
大
臣
の
発
言
の
み
が
先
行
し
て
お
り
、
公
的
に
ど
の
よ
う
な
解
釈
が
な
さ

れ
て
い
る
の
か
、
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
伺
う
が
、
内
閣
法
制
局
は
、
内
閣
府
設
置
法
第
四
条
第
三
項
第
三
十
三
号

「
国
の
儀
式
並
び
に
内
閣
の
行
う
儀
式
及
び
行
事
に
関
す
る
事
務
に
関
す
る
こ
と
（
他
省
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除

く
。
）
。
」
で
、
国
会
の
審
議
等
を
必
要
と
せ
ず
に
閣
議
決
定
の
み
で
「
故
安
倍
晋
三
国
葬
儀
」
を
行
え
る
と
考
え
た
の

か
、
詳
細
に
つ
い
て
お
示
し
頂
き
た
い
。 
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二 

慶
應
義
塾
大
学
の
小
林
節
名
誉
教
授
（
憲
法
学
）
は
、
令
和
四
年
七
月
二
十
七
日
付
の
ア
エ
ラ
ド
ッ
ト
の
記
事
に
お
い

て
、
内
閣
府
設
置
法
第
四
条
第
三
項
第
三
十
三
号
は
、
皇
室
典
範
第
二
十
五
条
で
決
ま
っ
て
い
る
国
葬
な
ど
の
儀
式
を
内
閣

が
執
行
す
る
規
定
で
あ
り
、
「
内
閣
が
元
首
相
の
国
葬
と
い
う
新
し
い
儀
式
類
型
を
創
出
し
て
良
い
と
い
う
規
定
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
今
回
の
閣
議
決
定
は
明
ら
か
に
違
憲
で
す
」
と
い
う
見
解
を
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
内
閣
府
だ
け
で
決
め

る
の
な
ら
、
「
内
閣
葬
」
が
ふ
さ
わ
し
い
と
い
う
意
見
が
あ
る
が
、
岸
田
文
雄
内
閣
は
、
こ
う
し
た
意
見
に
つ
い
て
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
、
所
見
を
伺
い
た
い
。 

三 

史
学
雑
誌
第
百
三
十
編
第
七
号
「
戦
後
日
本
の
公
葬 

国
葬
の
変
容
を
中
心
と
し
て
」
に
よ
れ
ば
、
「
貞
明
皇
后
大
喪

儀
」
の
際
に
佐
藤
達
夫
法
務
府
法
制
意
見
長
官
が
、
国
葬
実
施
に
は
、
「
実
際
上
は
、
国
会
の
両
院
に
お
い
て
決
議
が
行
わ

れ
、
そ
れ
を
契
機
と
し
て
内
閣
が
執
行
す
る
と
い
う
経
緯
を
と
る
こ
と
が
望
ま
し
い
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
「
故
安
倍
晋
三

国
葬
儀
」
に
関
し
て
岸
田
文
雄
内
閣
は
、
国
会
の
審
議
等
は
不
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
か
、
所
見
を
伺
い
た
い
。 

四 

史
学
雑
誌
第
百
三
十
編
第
七
号
「
戦
後
日
本
の
公
葬 
国
葬
の
変
容
を
中
心
と
し
て
」
に
よ
れ
ば
、
「
故
吉
田
茂
国
葬

儀
」
の
際
に
、
社
会
党
は
反
対
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
山
本
幸
一
書
記
長
が
、
閣
議
決
定
の
み
は
不
適
当
で
、
議
院
運
営
委

員
会
で
も
い
い
の
で
国
会
の
議
決
を
求
め
る
べ
き
だ
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
今
回
の
「
国
葬
（
故
吉
田
茂
国
葬
儀
）
」
は
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前
例
と
せ
ず
、
今
後
の
取
り
扱
い
は
衆
議
院
議
院
運
営
委
員
会
で
検
討
す
る
べ
き
と
の
主
張
を
行
っ
て
い
る
が
、
今
回
の

「
故
安
倍
晋
三
国
葬
儀
」
は
、
内
閣
府
設
置
法
第
四
条
第
三
項
第
三
十
三
号
を
踏
ま
え
て
閣
議
決
定
の
み
で
「
国
葬
」
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
前
例
に
な
る
と
考
え
て
い
る
か
、
岸
田
文
雄
内
閣
の
見
解
を
伺
い
た
い
。 

五 

国
葬
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
こ
と
な
く
、
時
の
内
閣
が
独
断
で
決
定
す
る
こ
と
は
公
平
性
に
欠
け
る
と
い
う
趣
旨
の
意

見
が
あ
る
。
「
故
宮
澤
喜
一
内
閣
・
自
由
民
主
党
合
同
葬
儀
記
録
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
合
同
葬
儀
」
の
決
定
等
の
経
緯

に
関
す
る
過
去
の
例
に
よ
る
考
え
方
の
整
理
に
よ
れ
ば
、
「
長
期
に
わ
た
り
国
政
の
重
責
を
担
い
、
国
内
的
に
も
国
際
的
に

も
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
こ
と
」
、
「
そ
の
逝
去
が
国
政
遂
行
上
の
殉
職
な
い
し
こ
れ
に
相
当
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た

こ
と
」
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
以
上
の
明
確
な
定
義
は
定
め
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
伺
う
が
、
岸
田
文
雄
内
閣
は

「
国
葬
」
が
行
わ
れ
る
べ
き
者
の
基
準
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
、
詳
細
に
つ
い
て
所
見
を
伺
い
た
い
。
ま
た
、
安

倍
晋
三
元
内
閣
総
理
大
臣
の
逝
去
は
、
国
政
遂
行
上
の
殉
職
な
い
し
こ
れ
に
相
当
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い

る
か
、
所
見
を
伺
い
た
い
。 

六 

現
在
の
日
本
国
憲
法
下
で
国
葬
を
行
う
際
に
は
、
衆
参
両
院
議
長
・
最
高
裁
判
所
長
官
と
い
っ
た
三
権
の
長
と
の
協
議
を

行
い
、
三
権
合
同
で
行
う
べ
き
で
あ
る
と
い
う
意
見
が
あ
る
が
、
岸
田
文
雄
内
閣
は
、
三
権
の
長
と
の
協
議
を
行
い
、
三
権
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合
同
で
国
葬
の
開
催
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
、
所
見
を
伺
い
た
い
。 

七 
今
回
の
「
故
安
倍
晋
三
国
葬
儀
」
で
は
、
葬
儀
委
員
長
は
岸
田
文
雄
内
閣
総
理
大
臣
、
葬
儀
副
委
員
長
は
松
野
博
一
官
房

長
官
、
葬
儀
委
員
は
第
二
次
岸
田
内
閣
の
各
国
務
大
臣
、
内
閣
官
房
副
長
官
、
森
昌
文
内
閣
総
理
大
臣
補
佐
官
、
内
閣
法
制

局
長
官
、
内
閣
府
副
大
臣
、
内
閣
府
大
臣
政
務
官
及
び
内
閣
府
事
務
次
官
が
務
め
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。 

 
 

ま
た
、
「
故
安
倍
晋
三
国
葬
儀
」
の
執
行
に
関
す
る
細
部
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
、
葬
儀
実
行
幹
事
会
を
設
置
し
た
。 

 
 

首
席
幹
事
は
、
森
昌
文
内
閣
総
理
大
臣
補
佐
官
が
務
め
、
幹
事
は
、
藤
井
健
志
内
閣
官
房
副
長
官
補
、
松
田
浩
樹
内
閣
官

房
内
閣
総
務
官
、
出
口
和
宏
内
閣
官
房
内
閣
審
議
官
、
原
宏
彰
内
閣
府
大
臣
官
房
長
、
原
典
久
内
閣
府
大
臣
官
房
審
議
官
、

中
田
昌
和
内
閣
府
大
臣
官
房
政
府
広
報
室
長
兼
内
閣
官
房
内
閣
審
議
官
、
冨
安
泰
一
郎
デ
ジ
タ
ル
庁
統
括
官
、
角
田
隆
復
興

庁
統
括
官
、
古
賀
浩
史
宮
内
庁
長
官
官
房
審
議
官
、
小
島
裕
史
警
察
庁
長
官
官
房
長
、
櫻
澤
健
一
警
察
庁
警
備
局
長
、
石
田

晋
也
金
融
庁
総
括
審
議
官
、
黒
田
岳
士
消
費
者
庁
次
長
、
今
川
拓
郎
総
務
省
大
臣
官
房
長
、
澤
田
史
朗
消
防
庁
次
長
、
松
本

裕
法
務
省
大
臣
官
房
長
、
石
川
浩
司
外
務
省
大
臣
官
房
長
、
志
野
光
子
外
務
省
大
臣
官
房
儀
典
長
、
青
木
孝
德
財
務
省
大
臣

官
房
長
、
矢
野
和
彦
文
部
科
学
省
大
臣
官
房
長
、
山
田
雅
彦
厚
生
労
働
省
大
臣
官
房
長
、
榎
本
健
太
郎
厚
生
労
働
省
医
政
局

長
、
渡
邊
毅
農
林
水
産
省
大
臣
官
房
長
、
藤
木
俊
光
経
済
産
業
省
大
臣
官
房
長
、
宇
野
善
昌
国
土
交
通
省
大
臣
官
房
長
、
久
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保
田
雅
晴
国
土
交
通
省
航
空
局
長
、
瀬
口
良
夫
海
上
保
安
庁
次
長
、
鑓
水
洋
環
境
省
大
臣
官
房
長
、
芹
澤
清
防
衛
省
大
臣
官

房
長
が
務
め
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
以
上
、
葬
儀
委
員
及
び
葬
儀
実
行
幹
事
会
の
メ
ン
バ
ー
が
増
え
る
可
能
性
が
あ

る
か
、
岸
田
文
雄
内
閣
の
見
解
を
伺
い
た
い
。
ま
た
、
あ
る
と
す
れ
ば
そ
れ
は
ど
う
い
う
人
選
を
想
定
し
て
い
る
の
か
、
詳

細
に
つ
い
て
見
解
を
伺
い
た
い
。 

八 

史
学
雑
誌
第
百
三
十
編
第
七
号
「
戦
後
日
本
の
公
葬 

国
葬
の
変
容
を
中
心
と
し
て
」
に
よ
れ
ば
、
「
故
佐
藤
栄
作
国
民

葬
儀
」
に
お
い
て
、
葬
儀
委
員
は
、
実
行
委
員
会
に
て
選
定
さ
れ
、
国
民
有
志
が
委
員
と
し
て
選
ば
れ
た
。
故
人
と
生
前
に

親
交
が
あ
っ
た
井
上
靖
氏
、
王
貞
治
氏
、
森
繁
久
弥
氏
な
ど
各
界
か
ら
著
名
な
国
民
有
志
が
委
嘱
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ

た
。 

 
 

そ
こ
で
伺
う
が
、
今
回
の
「
故
安
倍
晋
三
国
葬
儀
」
は
、
「
国
民
葬
儀
」
で
は
な
い
の
で
、
国
民
有
志
を
委
員
に
委
嘱
す

る
考
え
は
な
い
と
い
う
認
識
で
正
し
い
か
、
岸
田
文
雄
内
閣
の
見
解
を
伺
い
た
い
。
ま
た
、
仮
に
国
民
有
志
を
委
員
に
委
嘱

す
る
考
え
が
あ
る
際
に
は
、
ど
う
い
っ
た
人
選
を
検
討
し
て
い
る
の
か
、
詳
細
に
つ
い
て
見
解
を
伺
い
た
い
。 

九 

史
学
雑
誌
第
百
三
十
編
第
七
号
「
戦
後
日
本
の
公
葬 

国
葬
の
変
容
を
中
心
と
し
て
」
に
よ
れ
ば
、
「
故
大
平
正
芳
内

閣
・
自
由
民
主
党
合
同
葬
儀
」
で
は
、
カ
ー
タ
ー
米
大
統
領
、
華
国
鋒
中
国
首
相
を
は
じ
め
と
す
る
海
外
の
首
脳
が
多
数
参
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列
し
「
喪
服
外
交
」
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
結
果
と
し
て
「
わ
が
国
の
国
際
的
地
位
の
向
上
」
を
示
す
も
の
と
し
て
好
意
的
に

報
道
さ
れ
た
。 

 
 

そ
う
し
た
中
、
自
民
党
の
高
市
早
苗
政
調
会
長
は
「
故
安
倍
晋
三
国
葬
儀
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
こ
と
に
関
し
て
、
「
外

国
の
方
々
に
弔
問
の
場
を
用
意
す
る
こ
と
は
非
常
に
意
義
が
あ
る
」
、
「
こ
の
国
の
儀
式
と
し
て
内
閣
府
が
執
り
行
う
こ
と

で
、
外
交
的
な
意
義
や
遺
族
の
負
担
軽
減
は
非
常
に
大
き
い
」
な
ど
と
述
べ
て
お
り
、
国
葬
儀
の
外
交
的
な
意
義
に
つ
い

て
、
肯
定
的
な
論
調
の
意
見
を
述
べ
る
方
が
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
。 

 
 

そ
こ
で
伺
う
が
、
岸
田
文
雄
内
閣
は
、
「
故
安
倍
晋
三
国
葬
儀
」
の
外
交
的
な
意
義
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
、

所
見
を
伺
い
た
い
。
ま
た
、
「
国
葬
儀
」
、
「
国
民
葬
儀
」
、
「
内
閣
・
政
党
合
同
葬
儀
」
で
は
外
交
的
な
意
義
に
違
い
が

生
じ
る
と
考
え
て
い
る
の
か
、
見
解
を
伺
い
た
い
。 

十 

「
故
安
倍
晋
三
国
葬
儀
」
に
関
し
て
、
岸
田
文
雄
内
閣
と
し
て
安
倍
家
な
ど
遺
族
の
意
向
は
確
認
さ
れ
て
い
る
の
か
、
伺

い
た
い
。
ま
た
、
確
認
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
安
倍
家
な
ど
遺
族
は
「
故
安
倍
晋
三
国
葬
儀
」
と
い
う
「
国
葬
儀
」
を
行

う
こ
と
に
関
し
て
賛
意
を
示
さ
れ
て
い
る
の
か
、
併
せ
て
所
見
を
伺
い
た
い
。 

十
一 

安
倍
晋
三
元
内
閣
総
理
大
臣
の
功
績
に
関
す
る
評
価
に
つ
い
て
は
賛
否
両
論
あ
る
。 
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岸
田
内
閣
総
理
大
臣
は
、
令
和
四
年
七
月
十
四
日
の
記
者
会
見
で
、
「
安
倍
元
総
理
に
お
か
れ
て
は
、
憲
政
史
上
最
長
の

八
年
八
か
月
に
わ
た
り
、
卓
越
し
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
実
行
力
を
も
っ
て
、
厳
し
い
内
外
情
勢
に
直
面
す
る
我
が
国
の
た

め
に
内
閣
総
理
大
臣
の
重
責
を
担
っ
た
こ
と
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
、
日
本
経
済
の
再
生
、
日
米
関
係
を
基
軸
と
し

た
外
交
の
展
開
等
の
大
き
な
実
績
を
様
々
な
分
野
で
残
さ
れ
た
こ
と
な
ど
、
そ
の
御
功
績
は
誠
に
す
ば
ら
し
い
も
の
で
あ
り

ま
す
。
外
国
首
脳
を
含
む
国
際
社
会
か
ら
極
め
て
高
い
評
価
を
受
け
て
お
り
、
ま
た
、
民
主
主
義
の
根
幹
た
る
選
挙
が
行
わ

れ
て
い
る
中
、
突
然
の
蛮
行
に
よ
り
逝
去
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
国
の
内
外
か
ら
幅
広
い
哀
悼
、
追
悼
の
意
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
」
な
ど
と
し
て
、
「
国
葬
儀
の
形
式
で
安
倍
元
総
理
の
葬
儀
を
行
う
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。
」
と
述
べ
て
い
る
。 

 
 

そ
の
一
方
で
、
各
種
メ
デ
ィ
ア
で
は
、
「
憲
法
解
釈
変
更
に
よ
る
集
団
的
自
衛
権
行
使
の
一
部
容
認
な
ど
は
「
国
会
で
議

論
を
尽
く
し
た
と
は
言
え
な
い
。
強
引
な
政
権
運
営
は
民
主
主
義
を
軽
ん
じ
た
」
」
、
「
森
友
、
加
計
両
学
園
、
桜
を
見
る

会
の
問
題
に
つ
い
て
「
（
安
倍
氏
や
政
府
の
）
虚
偽
答
弁
や
不
誠
実
な
対
応
は
国
民
に
大
き
な
政
治
不
信
を
招
い
た
」
」
、

「
森
友
・
加
計
学
園
や
「
桜
を
見
る
会
」
を
巡
る
問
題
で
は
、
説
明
責
任
を
尽
く
さ
な
か
っ
た
。
真
相
は
依
然
と
し
て
闇
の

中
だ
」
、
「
桜
を
見
る
会
に
関
し
て
は
、
国
会
で
う
そ
の
答
弁
を
積
み
重
ね
た
。
国
会
軽
視
の
姿
勢
も
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
」
、
「
国
葬
と
す
る
こ
と
で
安
倍
氏
の
負
の
側
面
に
向
き
合
わ
ず
、
ふ
た
を
し
て
し
ま
う
こ
と
に
つ
な
が
ら
な
い
か
」
、



 

８ 

 

「
過
去
三
十
年
間
で
、
賃
金
が
上
が
ら
ず
、
物
価
は
上
昇
し
た
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
生
活
が
良
く
な
っ
た
と
実
感
で
き
て
い

る
国
民
も
多
く
は
な
さ
そ
う
」
な
ど
厳
し
い
意
見
も
相
次
い
で
い
る
。 

 
 

そ
こ
で
伺
う
が
、
岸
田
文
雄
内
閣
は
安
倍
晋
三
元
内
閣
総
理
大
臣
の
歴
史
的
評
価
が
定
ま
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
の

か
、
所
見
を
伺
い
た
い
。
ま
た
、
定
ま
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
に
定
ま
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
の
か
、
所
見
を

伺
い
た
い
。 

十
二 

大
平
正
芳
元
内
閣
総
理
大
臣
が
死
去
し
た
際
に
、
現
職
で
死
去
し
た
こ
と
で
国
葬
に
値
す
る
と
の
意
見
が
あ
っ
た
が
、

結
果
と
し
て
は
内
閣
・
自
由
民
主
党
に
よ
る
合
同
葬
が
行
わ
れ
た
。 

 
 

こ
の
よ
う
に
戦
後
の
歴
代
総
理
大
臣
の
中
に
は
、
国
葬
に
値
す
る
と
の
意
見
が
あ
り
な
が
ら
、
国
葬
に
関
す
る
慎
重
意
見

も
根
強
い
こ
と
か
ら
内
閣
・
政
党
・
国
民
有
志
の
三
者
が
主
催
す
る
国
民
葬
、
内
閣
・
政
党
が
主
催
す
る
合
同
葬
、
特
定
の

政
党
が
行
う
政
党
葬
な
ど
が
執
り
行
わ
れ
て
き
た
。 

 
 

こ
う
し
た
歴
史
的
な
背
景
を
踏
ま
え
て
伺
う
が
、
吉
田
茂
元
内
閣
総
理
大
臣
を
除
く
、
戦
後
歴
代
の
総
理
大
臣
と
比
べ
、

安
倍
晋
三
元
内
閣
総
理
大
臣
は
ど
の
よ
う
な
点
で
よ
り
国
葬
に
値
す
る
と
判
断
さ
れ
、
「
故
安
倍
晋
三
国
葬
儀
」
の
閣
議
決

定
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
か
、
岸
田
文
雄
内
閣
の
見
解
を
伺
い
た
い
。 
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十
三 

佐
藤
栄
作
元
内
閣
総
理
大
臣
が
死
去
し
た
際
、
訃
報
に
接
し
た
政
府
内
で
は
、
①
首
相
在
任
期
間
が
七
年
八
か
月
と
当

時
最
長
で
あ
っ
た
こ
と
、
②
平
和
的
な
話
し
合
い
に
よ
っ
て
沖
縄
返
還
を
実
現
す
る
と
い
っ
た
国
際
史
の
中
で
も
特
筆
す
べ

き
実
績
が
あ
っ
た
こ
と
、
③
「
非
核
三
原
則
」
と
い
う
日
本
の
核
兵
器
に
対
す
る
基
本
政
策
を
う
ち
立
て
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和

賞
を
受
賞
す
る
な
ど
功
績
が
顕
著
で
あ
っ
た
こ
と
、
④
国
葬
と
さ
れ
た
吉
田
茂
元
内
閣
総
理
大
臣
と
同
様
に
、
生
前
に
大
勲

位
菊
花
大
綬
章
を
受
章
し
て
い
た
こ
と
な
ど
の
意
見
を
中
心
に
国
葬
実
施
論
が
勃
興
し
た
と
承
知
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
様
々
な
理
由
か
ら
反
対
意
見
が
示
さ
れ
、
結
果
と
し
て
は
、
内
閣
・
自
民
党
・
国
民
有
志
の
三
者
が
主
催
す
る
国
民
葬

と
い
う
非
国
葬
の
形
式
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

 
 

こ
う
し
た
歴
史
的
な
背
景
を
踏
ま
え
て
伺
う
が
、
岸
田
文
雄
内
閣
は
安
倍
晋
三
元
内
閣
総
理
大
臣
の
功
績
が
佐
藤
栄
作
元

内
閣
総
理
大
臣
の
功
績
を
超
え
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
か
、
見
解
を
伺
い
た
い
。
ま
た
、
超
え
る
と
し
た
な
ら
ば

そ
れ
は
ど
う
い
っ
た
点
か
ら
優
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
の
か
、
詳
細
に
つ
い
て
所
見
を
伺
い
た
い
。 

十
四 

安
倍
晋
三
元
内
閣
総
理
大
臣
の
葬
儀
に
関
し
て
、
「
国
葬
」
と
し
て
行
う
こ
と
に
関
し
て
様
々
な
世
論
調
査
が
行
わ
れ

て
い
る
。 

 
 

令
和
四
年
七
月
十
九
日
に
公
表
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
世
論
調
査
で
は
、
安
倍
元
総
理
大
臣
の
葬
儀
を
、
国
の
儀
式
の
「
国
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葬
」
と
し
て
行
う
方
針
へ
の
評
価
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
「
評
価
す
る
」
が
四
十
九
％
、
「
評
価
し
な
い
」
が
三
十
八
％
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
同
月
二
十
六
日
付
産
経
新
聞
の
世
論
調
査
で
は
、
政
府
の
国
葬
決
定
を
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
」
も
含
め
て

「
よ
か
っ
た
」
と
答
え
た
の
は
計
五
十
・
一
％
で
、
「
よ
く
な
か
っ
た
」
も
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
」
を
含
め
る
と
計
四
十

六
・
九
％
と
な
り
拮
抗
し
た
。 

 
 

そ
の
一
方
で
、
同
月
三
十
一
日
公
表
さ
れ
た
共
同
通
信
社
の
世
論
調
査
で
は
、
安
倍
晋
三
元
内
閣
総
理
大
臣
の
国
葬
に
関

し
て
、
「
反
対
」
、
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
反
対
」
が
計
五
十
三
・
三
％
、
「
賛
成
」
、
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
賛
成
」
が

計
四
十
五
・
一
％
、
同
年
八
月
一
日
に
公
表
さ
れ
た
日
本
経
済
新
聞
社
の
世
論
調
査
で
は
、
安
倍
晋
三
元
内
閣
総
理
大
臣
の

国
葬
に
関
し
て
「
反
対
」
が
四
十
七
％
、
「
賛
成
」
が
四
十
三
％
で
、
反
対
が
賛
成
を
上
回
る
調
査
が
散
見
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。 

 
 

ト
レ
ン
ド
的
に
は
賛
成
意
見
か
ら
反
対
意
見
が
多
く
な
っ
て
い
る
傾
向
に
あ
り
、
い
ず
れ
に
せ
よ
賛
否
両
論
が
拮
抗
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
政
府
に
よ
る
一
方
的
な
意
思
決
定
に
よ
り
国
民
の
分
断
が
深
ま
る
こ
と
を
懸
念
す
る
。 

 
 

そ
こ
で
伺
う
が
、
岸
田
文
雄
内
閣
は
世
論
調
査
を
踏
ま
え
た
国
民
の
意
志
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
の
か
、
所
見

を
伺
い
た
い
。 
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十
五 

日
本
国
憲
法
第
六
十
六
条
に
よ
り
内
閣
は
行
政
権
の
行
使
に
つ
い
て
国
会
で
説
明
す
る
責
任
を
負
っ
て
お
り
、
国
会
審

議
に
応
じ
な
い
政
府
・
与
党
の
姿
勢
に
対
す
る
批
判
が
散
見
さ
れ
る
状
況
に
あ
る
。 

 
 

「
故
安
倍
晋
三
国
葬
儀
」
に
関
し
て
は
、
論
点
が
多
く
、
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
多
々
あ
る
の
で
、
早
急
に

次
の
臨
時
国
会
を
開
い
て
審
議
を
行
う
よ
う
に
、
岸
田
文
雄
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
自
由
民
主
党
総
裁
と
し
て
与
党
に
働
き
か

け
を
行
う
考
え
は
な
い
か
、
所
見
を
伺
い
た
い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


